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言倫

叢
第
五
十
一
巻

第

銃

(
唖
畠
商
品
冒
晶
場

昭
和
十
五
年
九
月
後
行

論

叢

λ 
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ス

、r
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リ

ス

ト

堀

経

夫

fま

し

カ4
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ス
ミ
ス
逝
い
て
よ
り
正
に
百
五
十
年
を
経
過
し
、
リ
ス
ト
の
主
著
「
経
済
庫
一
ゐ
園
民
的
関
系
」
現
れ
て
よ
り
百
年
に
垂
ん
と
す
る

今
日
、
し
か
も
世
は
皐
げ
て
自
由
主
義
絞
梢
又
は
個
人
主
義
粧
桝
よ
り
統
制
主
義
経
済
又
は
闘
民
主
義
絞
捕
に
移
行
し
つ
a
h

あ
る
時

前
者
の
主
明
者
た
る
ス
ミ
ス
ム
」
後
者
の
創
始
者
た
る
リ
ス
ト
と
の
経
済
思
想
を
比
較
研
仲
ー
す
る
と
と
は
、
蓋
し
意
味
深
き
も
の
が
あ

る
で
あ
ら
う
。
』
ん
も
か
L
h

る
研
究
は
部
分
的
に
は
既
に
相
常
数
多
〈
褒
表
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
右
が
、
十
分
組
っ
た
形
に
於
け
る
も

の
は
未
だ
徐
り
左
い
や
う
で
あ
る
ロ
己
れ
こ
白
時
機
に
本
稿
を
草
し
た
所
以
で
あ
る
。
但
し
ス
ミ
え
と
リ
ス
ト
と
の
経
済
思
想
世
会

λ

さ
ス

'cu'
ス

t

第
五
十
一
巻

二
六
七

事

腕



ス
ヨ
λ

と
9
ス
ト

第
五
十
一
巻

ノ、

八h

第
三
鵠

面
的
比
比
較
し
上
う
と
す
れ
ば
、
悠
に
一
冊
の
著
書
の
分
量
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
|
|
何
故
な
れ
ば
、

E
の
一
問
題
は
必
然
的
に

英
猪
岡
闘
の
経
済
撃
白
性
格
北
校
論
に
士
で
致
展
せ
ざ
る
を
得
左
い
か
ら
1
1ー
か
ら
、
拙
稿
の
取
扱
ひ
得
る
範
聞
及
ぴ
程
度
は
自
ら

制
限
を
売
れ
得
友
い
-
。

濁
逸
に
於
け
る
月
ミ
見
撃
者
(
概
観
)

ス
ミ
句
?
と
リ
ス
ト
と
の
経
済
思
想
を
比
較
せ
ん
と
す
れ
ば
、
営
然
に
彼
等
が
そ
れ
ぞ
れ
生
涯
を
叫
追
っ
た
時
代
に
於
け
る
英
図
及
び

濁
泡
の
経
済
事
情
を
先
づ
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
注
ら
在
い
わ
け
で
あ
る
が
、
己
6
h

で
は
そ
れ
等
は
一
腹
理
解
さ
れ
て
あ
る
も
O
と

看
倣
し
て
、
府
一
ち
に
突
の
問
題
た
る
彼
等
の
時
代
目
思
想
的
背
長
か
ら
始
め
や
う
。
但
し
ス
ミ
ス
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
は
既
に

多
〈
の
と
と
が
論
ぜ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
今
は
之
を
省
略
し
、
専
ら
リ
ス
ト
が
住
ん
で
ゐ
た
時
代
の

F
イ
ツ
経
済
忠
怨
を
略
説
す
る

と
L
」
与
す
る
。
一
夜
ほ
営
時
の

F
イ
ツ
経
済
思
想
は
、
更
に
之
を
分
け
て
、
リ
ス
ト
に
影
響
を
輿
へ
た
も
白
と
リ
ス
ト
が
反
駁
を
加
へ

た
も
の
と
に
匝
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
ス
ミ
ス
と

F
ス
ト
と
白
比
較
研
究
を
目
的
と
す
る
本
稿
に
於
い
て
は
、
後
者

の
み
が
取
扱
は
る
べ
き
は
営
然
で
あ
ら
う
。
蓋
し
後
者
の
基
本
と
な
っ
た
も
の
は
ス
ミ
ス
或
は
庚
く
正
統
製
抵
の
経
情
思
想
で
あ
う

た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
ス
ミ
ス
の
「
岡
宮
論
し
は
其
の
出
版
の
直
後
猟
課
せ
ら
れ
、
第
十
八
世
紀
の
一
終
り
ま
で
に
は
更
に
別
の
新
議
が
試
み
ら
れ
、
前

者
は
ヂ
ッ
チ
ン
H

ゲ
ン
大
曲
学
教
授
ブ
ェ

1
ダ
1
ピ
よ
り
又
後
者
は
共
の
弟
子
ザ
ル
ト
リ
ウ

h

k
上
っ
て
「
H

ゲ
ッ
チ

Y
F
ン
犬
皐
土
問
」
の

中
で
紹
介
せ
ら
れ
た
。
メ
ザ
ル
ト
ワ
ウ
ス
は
一
七
九
六
年
に
「
7
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
根
本
原
則
に
基
づ
け
る
国
家
経
済
の
毅
科
書
」
を

J. G. H. Feder 
Georg Sartor旧:> (1765-1828) 
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編
纂
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
講
義
を
し
て
ぬ
た
。
ヂ
ッ
チ
ン
ヂ
ン
は
ハ
ノ

1
ヴ
7

1
選
集
侯
固
に
あ
り
、
と
の
園
は
英
園
の
支
配
下
に

ス
ミ
ス
経
済
撃
が
泡
速
く
己
の
大
串
に
導
入
さ
れ
た
と
と
は
不
思
議
で
は
左
い
が
、
や
が
て
そ
れ
は
プ
ロ

あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

シ
ヤ
及
び
他
の
諸
大
事
に
も
庚
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
帥
ち
、
ヶ

l
z
E
ス
ペ
ル
グ
大
閣
で
プ
ロ
シ
ヤ
)
に
皐
ぴ
文
ヂ
汐
チ
ン
ヂ
ン
大

壌
に
も
一
時
遊
ん
で
フ
エ
?
グ
ー
な

E
の
講
義
を
措
い
た
ク
ラ
ウ
引
は
、
英
語
の
研
究
か
ら
か
の
ア

1
ザ
ア
・
ヤ
ン
グ
の
「
政
治
算

術
」

O
濁
咽
障
や
ヒ
ュ
1
A
の
「
政
治
講
話
」
の
部
分
課
に
進
み
、
更
に
ス
ミ
ス
白
経
済
串
干
の
研
究
忙
及
び
之
を
彼
れ
の
講
義
白
茎
本
と

し
た
。
彼
は
一
七
九
五
年
十
月
に
一
友
人
民
輿
へ
た
手
紙
白
巾
で
、
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
園
富
陀
闘
す
る
著
書
は
私
の
主
た
る
擦
所

で
あ
る
o

E
の
著
作
は
確
か
に
曾
て
書
か
れ
た
最
も
重
要
且
つ
有
盆
在
る
も
の

L

一
つ
で
あ
る
1

云
々
」
と
い
ひ
、
又
前
述
の
ザ
ル

ト
リ
ウ
ス
の
「
同
家
経
済
教
科
書
」
を
入
手
し
た
直
後
、

一
七
九
七
年
一
月
に
、
自
分
は
玩
比
六
年
以
前
よ
り
又
最
近
は
公
然
と
ス
ミ

ス
の
員
賞
・
偉
大
・
高
街
・
正
営
・
有
益
た
る
鰹
系
を
解
説
し
た
ば
か
り
で
た
く
、
亦
之
を
有
力
た
る
人
々
に
も
鼓
吹
し
得
た
、
と
い
ふ

意
味
の
己
と
を
一
友
人
に
書
き
迭
ワ
て
居
る
。
文
彼
れ
の
主
著
「
固
家
経
済
論
」
(
五
巻
)
及
び
「
論
文
集
」
(
八
巻
)
は
共
に
苑
後
出
版
さ

れ
た
も
白
で
ち
る
が
、
そ
れ
等
の
中
に
於
け
る
経
梼
思
想
は
要
す
る
に
ス
ミ
ス
の
経
済
的
自
由
主
義
を
以
て
貫
か
れ
て
居
る
。
夫
氏

ヂ
ヲ
千
王
国
ツ

V
大
串
白
山
身
で
あ
る
が
プ
ラ
守
ン
シ
ュ
ワ
イ
ヒ
の
歴
史
庫
干
の
教
授
(
一
七
八
六
年
)
キ
プ
ラ
ウ
V

む
ム
ワ
イ
ヒ
の
植
省

顧
問
官
(
一
屯
九
七
年
)
や
ゲ
ッ
チ
ン
日
ゲ
ン
の
軒
目
撃
の
毅
授
(
一
凡
一

O
年
)
な

E
を
歴
任
し
た
リ

z

1
ダ
1
は、

「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
嬢

る
岡
山
町
座
業
及
ぴ
闘
家
経
済
論
」
(
一
一
一
巻
、
一

A
G
o
-
一九
O
四
年
)
友

E
O
著
書
白
中
で
ブ
ザ
ル
ト
リ
ウ
ス
や
ク
ラ
ウ
ス
と
同
様
に
ス

ミ
ス
経
桝
忠
想
の
普
及
に
努
力
し
て
居
る
c

た
ほ
以
上
の
皐
者
と
殆

E
時

E
向
巴
う
し

τ又
は
彼
等
に
直
マ
引
綾
い
て
ス
ミ
ス
の
思
想
を
犬
健
に
於
い
て
受
入
れ
た
人
々
と
し

ス
君
ス
と
り
丸
、
r

第
五
十
一
巻

傍
=
一
競

y、
九

Christian Jakob Kraus (1753-1807) 
南書簡は c.W.-Hasek， The Introduction of Adam Smith's Doctrines凶 O

Germany. 1925に引用せるも白によった。
Allgust Ferdinand Lilder (17曲 -1819)

3) 
4) 

5) 



第
五
十
一
番

n
ッ
ツ
J

ク
ル

I
d灯
、
ャ

1
コ
イ
ハ
左

E
E
列
曲
草
す
る
と
と
が
向
来
る
し
、
叉
第
十
九

世
紀
初
頭
に
於
付
る
プ
ロ
シ
ヤ
の
政
治
経
済
上
の
改
革
に
営
り
ス
ミ
ス
流
の
思
想
を
適
用
し
た
政
治
家
と
し
て
、
シ
ュ
ダ
イ
ン
、
ハ

乞
ア
ン
ベ
ル
モ
シ
ュ
レ
ッ
グ
1

兄
品
問
、
シ
ェ
ー
ン
ダ
ど
を
、
ま
た
パ

1
J
7
y
に
於
け
る
同
様
の
政
治
家
と
し
て
ネ
ベ
=
ウ
ス
ー
な

E

ス
さ
ス
ル
』
リ
ス
ト

t 
O 

回

第
三
披

め

わ

て
、
五
日
々
は
フ

l
フ
ェ
ラ
ン
ド
、

J
Y
1
J
ア
ン
、

を
例
示
す
る
己
E

と
が
出
来
る
。

-
次
に
リ
ス
ト
と
崎
町
同
年
輩
の
曲
学
者
で
あ
っ
て
ス
ミ
ス
或
は
寧
ろ
庚
く
英
図
正
統
皐
振
の
思
想
や
皐
説
の
影
響
を
受
け
つ

L
之
を

多
少
修
補
し
た
人
々
を
見
る
な
ら
ば
、
先
づ
最
初
に
か
の
「
孤
立
園
」
の
著
者
チ
ェ

l
ネ
ン
を
皐

f
べ
き
で
あ
ら
う
。
伎
は
経
済
撃
の

範
聞
広
於
い
て
は
ス
ミ
ス
に
負
ふ
所
大
友
る
を
自
ち
述
べ
て
居
る
が
、
し
か
し
各
種
所
得
殊
に
地
代
や
弊
賃
に
閲
し
て
は
ス
ミ
ス
の

開
宇
説
上
り
一
場
を
進
め
た
。
又
地
代
に
つ
い
て
は
リ
カ
ア
ド
ウ
の
皐
説
と
甚
だ
相
似
た
も
の
を
説
く
と
共
に
、
後
者
が
比
較
的
に
艦

腕
し
た
掛
を
犬
い
に
強
調
し
た
と
い
ふ
特
徴
を
示
し
た
。
突
は
ヘ
ル
マ
ン
で
あ
る
。
彼
は
ヱ
ル
ラ
ン
ザ
シ
で
嘆
ぴ
共
慮
で
勤
務
し
た

後
に
ミ
ュ
ン
ヘ
シ
ト
人
皐
の
助
教
授
ご
八
二
七
年
)
及
び
教
授
(
一
八
一
三
一
五

l

)

に
友
っ
た
人
で
あ
る
が
、
共
の
著
「
岡
家
経
済
事
研
究
」

究
は
エ
ル
ラ
ン
日
ゲ
ン
犬
製
を
卒
業

し
共
の
助
教
授
及
び
教
授
の
峨
を
経
て
一
八
二
二
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
犬
撃
の
粧
消
息
教
授
と
な
っ
た
ラ
ウ
で
あ
る
。
伎
は
初
め

(
一
凡
一
一
三
年
国
の
中
で
は
特
に
資
本
及
び
利
潤
の
概
念
左
ど
に
つ
い
て
ス
ミ
ス
設
を
補
修
し
た
。

カ
メ
ラ
リ
ス
ト
的
傾
向
を
も
っ
て
ゐ
た
が
、
漸
次
に
ス
ミ
ス
遁
陪
者
B

ど
友
り
自
由
貿
易
論
者
と
た
っ
た
。
彼
に
は
多
く
の
論
著
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
最
も
主
要
た
る
は
「
粧
憐
皐
教
科
書
」
(
一
一
一
巻
、

八
三
川

i
一
八
三
七
年
)
で
あ
り
、
文
一
八
三
五
年
以
降
「
経
済
墜
及
ぴ
警

察
皐
雑
誌
」
を
刊
行
し
、
共
白
中
で
リ
ス
ト
の
主
著
を
批
判
し
た
と
と
が
あ
る
(
後
述
豊
胤
)
。
最
後
比
五
口
々
は
縄
逸
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ア

撃
派
或
は
濁
趨
自
由
貿
易
製
抵
の
巾
心
人
物
た
る
プ
リ
ン
ス
・
ス
ミ
ス
を
皐
げ
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
に
つ
い
て
多
く
を
い
ふ
必
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要
は
た
い
が
、
維
は
直
接
に
は
偽
蘭
阿
の
パ
ス
ヰ
ア
の
感
化
を
受
け
た
徹
底
せ
る
関
際
分
明
治
論
者
で
あ
っ
て
、
名
ノ
〈
の
追
随
者
と
有

力
な
る
機
関
請
と
を
も
っ
て
一
時
大
左
る
勢
力
を
振
っ
た
。

溺
逸
の
月
ミ
旦
皐
者
に
封
寸
る

R
R
ト
の
批
剣

』
h
j

ト」
F
ら
み
ia

、

i

一
事
』

ス
ミ
ス
と
リ
ス
ト
と
の
比
較
研
賓
の
第
一
歩
と
し
て
調
逸
に
於
け
る
ス
ミ
ス
流
の
経
済
思
想
家
に
針
し
リ
ス
ト
が
如

何
な
る
態
度
を
採
っ
た
か
を
観
察
せ
ん
が
た
め
忙
、
と
の
圃
の
ス
ミ
ス
遁
随
者
を
大
間
年
代
順
に
羅
列
し
た
。
己
れ
等
の
人
々
の
思

想
や
血
十
誌
を
説
明
す
る
の
が
目
的
で
は
な
〈
、
た
N
h

、
第
十
八
附
紀
の
終
り
か
ら
第
十
九
世
紀
の
前
半
に
か
け
て
、
制
明
逸
に
於
い
て

思
忽
及
び
政
策
白
上
で
大
な
る
威
力
を
も
っ
て
ゐ
た
ス
ミ
ス
流
の
皐
就
が
如
何
な
る
人
々
に
よ
っ
て
抱
懐
せ
ら
れ
叉
寅
行
せ
ら
れ
た

か
の
概
要
主
知
り
.
以

τ不
遇
の
地
位
に
あ
つ
も
江
リ
ス
ト
が
如
何
に
そ
れ
に
挑
戦
し
た
か
を
理
解
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
従

っ
て
と
れ
等
の
人
々
に
闘
す
る
解
説
は
極
め
て
簡
翠
に
し
て
置
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
ゾ
ン
マ
ー
や
ミ
ハ
エ
リ
ス
の
や
う
友
明
リ
ス
ト
研
究
家
に
従
へ
ば
、
リ
ス
ト
の
丈
築
に
よ
る
活
動
は
会
期
聞
を
通
じ
て
「
潤
逸

民
族
園
由
来
的
諸
力
の
最
大
可
能
在
る
費
民
一
」
と
い
ふ
目
的
を
以
て
貰
か
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
と
の
最
終
目
的
に
役
立
つ
べ
き
手

段
の
選
捧
が
異
る
に
膝
じ
て
、
之
を
挽
の
四
期
に
分
っ
と
と
が
出
来
る
。
帥
ち
、

第
一
期
は
一
八
一
五
年
上
り
一
八
二
五
年
に
至
る
濁
逸
圏
内
で
の
第
一
活
動
期
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
代
に
は
・

「
リ
ス
ト
の
政
治

目
的
た
る
強
大
な
る
淵
逸
園
の
創
遇
、
と
い
ム
こ
と
は
、
世
界
国
家
の
観
念
の
下
に
隠
さ
れ
て
ゐ
た
己
(
ミ
ハ
エ
リ
ご
と
い
ふ
よ
り
も
、

事
る
、
リ
ス
ト
は
自
由
貿
易
の
原
理
の
合
理
性
を
認
め
つ
L
も
、
在
任
共
の
寅
現
に
は
不
可
般
の
前
提
僚
件
が
あ

Z
と
と
を
魔
り
、

九
ミ
ス
主
り
ス
ト

第
五
十
一
巻

五

七

第

競

Heinrich .1<'riedrich Karl， Freiherr vom Stein (1757-1831) 
KaT1 August， Fiirst von Hardenberg (1750-1822) 
Friedrich Leopold von Schrotteτu. Kar1可問lhelmSchrδtter 
Heinrich Th~odor von Schδn (1773-1856) 
K町 1Friedrich Nebenius (J784-18S7) 

:;i 
14) 
15) 



来
ヨ
ス
ム
』

'j一スト

第
五
十
一
巻

第
三
掛

六

セ

と
の
と
と
を
通
巴
て
国
民
た
る
も
の
、
認
識
に
到
達
し
た
、
と
い
ふ
ペ
昔
で
あ
ち
う
。
己
白
己
と
は
「
経
済
撃
の
闘
民
的
慨
系
」
の
序

文
に
於
い
て
、
彼
が
一
八
一
八
年
頃
世
間
顧
し
て
湛
ペ
て
居
る
次
の
言
葉
に
止
つ
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
日
く
、

「
一
八
一
八
年
四
頃
私
は
経
簡
単
に
関
す
る
講
義
(
チ
ュ

l
ピ
ン
ヂ
ン
大
串
経
済
畢
部
で
の
講
義
詩
者
説
)
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
酔
っ
た
。
私

は
他
四
人
々
主
同
ビ

f
、
そ
れ
に
闘
し
て
如
何
な
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
又
替
か
れ
て
屠
る
か
、
を
十
分
に
研
究
し
た
白
で
あ
る
が
、
し
か
し
青
年
に
こ

の
革
問
の
現
般
に
ワ
い
て
歌
へ
る
だ
け
で
は
満
足
向
車
な
い
で
、
私
は
如
何
に
し
て
図
民
担
済
串
に
訴
へ
て
蝿
逸
白
幸
嗣
・
文
化
・
闘
力
を
促
誕
ナ
べ
き

か
主
い
ふ
こ
止
を
も
鞍
へ
度
い
と
思
っ
た
。
理
論
は
自
由
貿
易
白
原
理
を
指
示
し
て
ゐ
た
u

確
か
に
こ
の
原
理
は
私
に
も
合
理
的
の
や
う
に
思
は
れ
た

し
、
又
働
蘭
西
白
地
方
閥
積
の
撤
鹿
且
日
一
一
一
島
£
闘
の
合
冊
(
大
プ

P
テ
ン
及
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
聯
合
正
閣
の
成
立
|
課
者
註
〕
の
殻
呆
を
翻
察
す
る
と

き
に
、
そ
れ
は
組
織
に
よ
つ
で
も
曜
か
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
し
か
し
乍
ら
、
品
目
大
陪
封
鎖
の
鷲
〈
べ
き
殻
果
と
其
白
撒
麿
に
よ
る
破
滅
的
な
る
輯
呆
ー
と

は
、
常
時
偉

p
に
も
明
白
で
あ
っ
た
か
ら
、
私
は
そ
れ
を
看
過
す
る
こ
と
が
出
高
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
前
白
槻
察
と
は
士
〈
矛
盾
し
て
居
る
宇
ろ
に
思

は
れ
た
。
さ
う
し
て
こ
白
矛
盾
田
原
岡
を
明
ら
か
に
し
よ
ろ
正
努
力
し
て
居
る
う
ち
に
、
私
は
、
右
目
原
理
が
す
べ
て
民
璃
で
あ
る
の
は
、
有
ら
ゆ
る

幽
民
が
相
互
に
向
由
貿
易
白
原
理
に
遮
ふ
こ
と
、
恰
も
か
の
凶
内
白
各
地
方
が
こ
の
原
理
に
遮
ふ
が
如

f
で
る
る
、
主
い
ふ
場
合
に
円
一
み
限
ら
れ
る
、

と
の
思
考
に
到
達
し
た
。
こ
の
思
考
を
通
じ
て
私
は
岡
民
な
る
も
の
主
性
質
に
向
っ
て
導
か
れ
た
。
私
は
右
の
理
論
は
早
な
る
人
類
え
は
車
な
る
個
人

を
見
る
前
に
困
民
を
且
て
ゐ
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
私
に
は
、
文
化
白
大
い
に
選
ん
だ
二
ワ
の
図
民
の
聞
に
於
い
て
自
由
競
争
が
雨
困
に
と
っ
て
有
益

に
作
用
し
得
る
の
は
、
た
川
町
圃
園
U
F

産
業
設
謹
白
日
w
h

同
等
な
る
段
階
に
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
及
び
不
湿
の
た
め
に
工
業
・
商
業
・
航
海
業
に

於
い
て
盗
か
に
後
れ
て
居
る
岡
民
は
、
兎
も
角
そ
れ
轄
の
も
の

L
稜
建
に
必
要
な
る
精
神
的
及
世
物
質
的
補
助
手
段
を
所
有
し
て
居
る
限
り
、
何
よ
り

も
先
づ
自
ら
の
努
力
に
よ
ワ
で
先
誰
諸
岡
民
と
自
由
競
争
を
な
し
得
る
龍
力
を
養
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
明
ら
か
'
と
な
っ
た
。
-
言
で
い
へ

ば
、
私
は
寓
民
艇
済
串
と
政
措
鯉
碑
畢
ル
」
白
区
別
に
到
建
し
た
白
で
あ
る
。
私
に
は
、
調
活
は
其
白
地
方
開
株
を
撤
底
し
、
そ
し
て
劃
件
的
に
は
共
遁

の
貿
易
制
度
を
採
っ
て
、
他
白
諸
岡
民
日
目
彼
撃
の
貿
易
政
策
に
よ
っ
て
蹴
ち
得
た
ξ
同
ピ
程
度
目
工
業
及
び
商
業

t
目
殻
遣
を
逮
「

4
T努
力
し
な
け

れ
ほ
な
ら
な
い
。
と
の
考
が
起
っ
た
、
し
か
し
、
更
に
開
究
を
績
け
て
ζ

白
考
を
一
居
亀
究
ず
る
代

p
に
、
私
は
こ
れ
を
生
前
白
巾
に
導
き
入
れ
よ
う

と
す
る
寅
時
的
無
持
に
駆

p
た
て
ら
れ
た
。
私
は
ま
だ
若
島
つ
が
。
」

か
く
て
第
一
期
に
於
け
る
リ
ス
ト
は
、
既
に
園
民
経
済
又
は
政
治
維
持
な
る
も
り
ミ
存
在
に
気
附
吉
、
個
人
経
済
及
び
高
民
経
済

Karl Ueinrich Rau. (1792-1870) 
Dr. E. I\-ι~ichaeli~. Die Grundgedanken -in :Friedrich Lists System' der 
politischen Okonomie. 1937. S. 8I. 

Lbt， D品 nationak Syst~m t1er pul山 chen OkuII山I1ie. W. VI 
(谷口吉彦・正木一夫共謀閣民根桝畢瞳果 3-4頁)，

S. 7--8. 
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を
封
象
と
す
る
ス
ミ
え
の
事
問
に
飽
足
ら
在
〈
感
じ
で
ゐ
た
と
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
し

b
し
未
だ
政
治
経
済
壊
を
十
分
に
遁
先
ず

る
の
徐
裕
な
く
、
蒋
昔
日
の
情
熱
に
駆
ら
れ
て
直
ち
に
濁
逸
商
工
業
者
同
盟
の
設
立
に
蓋
力
し
、
相
叫
逸
地
方
闘
税
の
撤
慶
及
び
共
通

の
繍
逸
貿
易
制
度
(
保
護
開
祖
制
度
)
の
確
立
'
ど
い
ふ
(
昔
時
と
し
て
は
甚
だ
一
困
難
な
る
)
貨
践
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
と
の
時

代
に
紋
が
書
い
た
も
の
a
A

中
に
は
前
記
の
ゾ
1
J
T
Y

の
名
が
稀
れ
に
現
れ
る
位
り
も
の
で
あ
っ
て
、
調
布
曜
の
ス
ミ
ス
経
済
皐
者
に
針

す
る
批
判
は
未
だ
形
を
成
し
て
ゐ
友
か
っ
た
も
の
と
見
て
差
支
が
た
い
。

第
二
期
は
一
八
二
五
年
よ
り
一
八
一
一
一

O
年
広
重
る
亜
米
利
加
滞
在
時
代
で
あ
る
。
己
の
時
期
比
於
い
て
、

「
紋
は
、
岡
民
主
義
に

闘
す
る
彼
れ
の
理
念
を
以
て
、
母
岡
英
図
に
謝
す
る
商
業
政
策
上
の
潤
立
の
努
力
を
し
て
ゐ
た
強
米
利
加
国
民
を
支
援
す
る
と
正
が

出
来
、
問
。
L

リ
ス
ト
は
欧
羅
巴
を
去
る
直
前
に
一
友
人
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
初
め
て
明
白
な
る
ス
ミ
ス
批
判
を
試
み
て
居
る
ザ
己

れ
は
彼
が
新
大
陪
に
於
い
て
挑
み
始
め
た
現
論
的
闘
守
の
強
告
と
も
見
ら
る
べ
き
も
O
で
あ
っ
て
、
渡
米
後
の
論
著
や
演
説
の
中
に

は
ス
ミ
ス
及
び
ス
ミ
ス
撃
者
に
劃
す
る
批
判
が
漸
〈
附
現
し
始
め
た
。
尤
も
「
匝
米
利
加
経
済
皐
網
島
」
(
一
八
二
七
年
)
や
「
プ
イ
ラ

デ
ル
ワ
イ
ヤ
演
説
」
(
一
八
二
七
年
)
友

E
で
彼
が
主
と
し
て
批
判
し
た
の
は
、
会
主
夫
を
除
け
ば
)
セ
ー
や
ト
守
ス
・
ク
ウ
バ
ア
の
や
ろ
左

仰
米
白
ス
ミ
ス
波
経
済
圃
申
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
私
が
本
項
で
問
題
と
し
て
居
る
澗
逸
の
聞
学
者
に
叫
制
す
る
批
判
も
全
然

知
く
は
泣
い
。
例
へ
ぽ
「
綱
要
L
第
三
書
簡
の
中
で
粗
削
逸
に
一
八
一
九
年
頃
よ
り
彰
評
と
し
て
超
り
つ

L
あ
っ
た
狗
通
園
民
経
済
組
系

の
と
止
を
綾
し
た
所
で
、
次
の
や
う
に
い
っ
て
居
る
。
卸
ち
、

「
内
地
に
於
け
る
す
べ
て
由
人
々
は
、
製
造
業
者
た
る
と
農
業
者
た
る
是
羊
宅
生
産
者
た
る
と
地
主
た
る
と
を
問
は
ず
、
絡
に
か
士
@
憤
系
白
島
要
在

確
信
す
る
に
至
っ
た
。
ハ
シ
ザ
同
盟
都
市
及
び
ヲ
イ
プ
チ
ツ
ヒ
市
を
陪
け
ぽ
、
何
躍
で
も
反
劉
白
塵
は
聞
恥
れ
な
か
っ
た
。
而
し
で
と
れ
等
の
都
市
に

於
い
て
す
ら
也
、
其
同
一
金
銭
的
相
提
出
危
暗
に
概
し
た
英
困
白
商
館
の
代
理
者
及
び
銀
行
家
以
件
に
は
ζ

目
反
劃
に
奥
す
る
も
白
は
な
恥
っ
た
。
長
共

ス
富
ス
t
c
p
スト

揮
五
十
一
巻

告存

競

ー』

七
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ス
守
、
ス
之
，
ス
ト

骨
五
十
一
審

F、

七
回

第
三
披

自
嗣
祉
の
こ
れ
等
白
敵
を
事
ゐ
又
提
げ
て
ゐ
た
白
は
、

-9
抵
の
ス
ミ
ス
及
び
一
世
I

白
門
品
で
あ
ワ
て
、
彼
等
は
、
そ
れ
を
強
展
せ
し
拍
叉
牌
詑
ナ

ep一

と
に
よ
ワ
て
彼
等
白
串
間
的
名
離
を
得
た
所
の
そ
の
理
論
が
反
封
さ
れ
た
の
で
、
彼
等
白
串
向
上
白
誇
り
が
傷
け
ら
れ
た
も
の
と
憤
慨
し
た
た
品
恥
、

或
は
個
人
的
利
盆
及
世
彼
等
白
地
位
に
縛
ら
れ
た
た
め
か
、
な
ほ
依
然
と
し
て
自
由
貿
易
と
い
ふ
奮
式
白
木
馬
に
張
っ
て
(
彼
等
の
お
は
と
に
か
E
P

つ
い
て
て
自
由
交
謁
が
有
ら
ゆ
否
方
耕
で
外
闘
の
制
限
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
て
居
る
に
も
拘
ら
ず
、
自
由
貿
易
の
功
徳
を
反
復
し
て
居
た
。
之
に
反
し

て
内
地
の
最
も
見
識
あ
る
理
論
家
連
は
世
舎
の
原
理
(
個
人
目
原
理
に
劉
す
る
も
の

i
課
者
註
)
に
譲
歩
し
、
其
の
多
〈
(
特
に
最
も
有
名
な
る
潤
謹

純
情
串
者
た
る
ゾ
l

ヂ
ン
伯
)
は
、
私
一
訓
話
時
ま
ま
心
を
閥
民
的
惜
捕
に
向
つ
で
準
備
せ
し
め
る
た
め
に
縞
持
し
て
ゐ
た
週
刊
雑
加
に
多
f
白
貴
重

"
が

な
る
原
稿
を
寄
せ
た
。
L

己
の
章
伺
中
に
い
ふ
「
少
数
の
ス
ミ
ス
及
び
セ
ー
の
門
弟
」
と
は
、

一
々
名
は
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
私
が
前
項
。
一
初
め
に
泉
げ
た

北
統
的
に
古
い
猫
品
曜
の
ス
ミ
ス
皐
者
を
指
す
の
で
あ
る
。
た
ピ
ゾ
I
J
Y
V
に
つ
い
て
は
、
彼
が
ス
ミ
ス
曲
学
者
の
一
人
で
あ
る
に
も
拘

ら
十
、
「
内
地
の
最
も
見
識
あ
る
理
論
家
建
」
の
一
人
に
数
へ
で
、
大
な
る
讃
際
主
主
し
て
屑
る
己
と
は
、
甚
だ
不
可
思
議
で
あ
る
け

れ

E
も
、
後
述
の
如

f
、
リ
ス
ト
は
や
が
て
彼
を
非
難
す
る
や
う
に
た
る
の
で
あ
る
P

第
三
期
は
一
八
三

O
年
よ
り
一
八
四
三
年
に
壬
る
濁
海
園
内
で
の
回
収
大
活
躍
期
で
あ
っ
て
、
と
の
期
間
に
「
経
済
曲
学
の
自
然
的
関

系
」
(
一
凡
三
七
年
〕
や
「
経
済
壌
の
岡
民
的
憾
系
」
(
一
八
四
一
年
)
の
如
き
主
要
著
作
に
於
い
て
英
岡
の
経
済
事
及
び
終
消
政
策
に
最
も

銃
い
理
論
的
批
判
を
加
へ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
八
四
三
年
土
り
一
八
四
六
年
に
宇
一
る
最
後
の
第
四
期
比
於
狩
る
論
調
よ
り
見

れ
ば
、
第
三
期
に
於
甘
る
針
英
批
判
は
狛
逸
を
向
来
る
だ
け
速
か
に
英
国
の
優
位
に
ま
で
迫
附
か
せ
る
手
段
と
看
倣
さ
る
べ
き
で
あ

っ
て
、
こ
の
こ
と
が
連
せ
ら
れ
売
上
は
英
聞
と
同
盟
を
結
ん
で
共
に
謂
は
ゆ
る
帝
岡
主
義
的
縫
展
に
乗
り
出
す
、
と
い
ふ
の
が
、
彼

れ
の
目
的
で
あ
っ
た
、
と
の
解
…
併
も
成
り
友
つ
が
如
ぐ
で
あ
る
。
し
か
し
モ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
リ
ス
ト
経
済
墜
の
酬
閥
系
的
完
成

は
第
三
期
に
な
さ
れ
た
も
の
と
い
び
得
ペ
〈
、
と
の
時
期
白
所
産
た
る
前
記
二
著
作
殊
に
後
者
「
経
済
撃
の
闘
民
的
酬
閥
系
L
K
は
、
濁

'~Organ tur den deutschen Handels-und Gewerbestand." 
Out1ines. W. II. S. IIO-II 1 
V gl. A. Sommer， Fried，rich Listl弓 Systemder politischen Okonomie. 1927. s. 
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逸
。
ス
ミ
ス
経
済
皐
者
に
針
す
る
批
判
が
最
も
多
〈
た
さ
れ
て
居
る
。

彼
は
党
づ
「
岡
民
的
閥
系
」
の
序
丈
の
巾
の
或
る
箇
所
で
、
少
〈
と
も
岡
際
貿
易
及
び
貿
易
政
策
に
闘
す
る
醐
常
設
に
於
い
て
は
、

ッ
ウ
や
ベ
可
'
ヴ
ツ
や
ロ
ッ
テ
ッ
ク
や
プ

1
」
ア
ン
の
如
き
経
済
問
甲
者
は
、
「
ス
ミ
ス
晶
、
セ
ー
の
盲
目
的
追
随
者
で
あ
る
か
、

沼

却

や
セ
ー
か
ら
離
れ
た
揚
合
に
は
共
の
意
見
は
無
償
値
で
あ
る
か
で
あ
る
・
」
と
い
引
い
、
又
ク
ラ
ウ
ゼ
晶
、
フ
ル
ダ
の
如
き
は
全
〈
問
題
に

或
は
ス
ミ
ス

な
ら
た
い
と
の
酷
評
を
干
し
て
居
る
。

更
に
政
治
撃
者
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ん
や
法
皐
者
ル

1
ド
ハ
ル
}
に
つ
い
て
も
同
様
の
と
と
が
い
へ

る
と
な
し
て
居
る
。
而
し
て
己
れ
に
引
緩
い
て
彼
は
初
め
に
摩
げ
た
四
人
の
曲
学
者
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
批
判
を
一
卜

L
て
居
る
の
で
あ

る
が
、
私
は
本
稿
第
一
一
唱
に
串
げ
た
ロ
ッ
内
ノ
及
び
グ

1
デ
Y

に
つ
い
て
リ
ス
ト
が
述
べ
て
居
る
こ
と
白
み
を
要
約
し
よ
う
と
忠
ふ
。

た
づ
ロ
ッ
ツ
に
つ
い
℃
は

リ
ス
ト
が
初
め
て
彼
忙
間
合
っ
た
と
き
に
甚
だ
隼
大
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
後
に
、
次
の
や

う
に
害
添
へ
て
居
る
。
日
ぐ
、

「
組
験
科
畢
|
|
組
済
串
も
そ
れ
に
属
す
る
1
l
i
に
於
い
で
彼
れ
の
宇
う
に
輯
験
を
却
げ
る
人
が
ど
う
し
て
何
か
役
に
立
ワ
と
と
を
錯
し
符
で
っ
か
、

と
私
は
思
っ
た
。
其
後
私
が
被
れ
の
部
厚
な
著
菩
に
再
び
H
E
調
し
た
と
き
に
、
ロ
ツ
ツ
氏
の
態
度
が
全
〈
明
ら
か
と
な
ワ
た
。
単
に
先
輩
白
言
を
則

稿
文
は
註
糟
L
日
ワ
一
切
の
知
識
を
書
籍
か
ら
馳
耽
し
て
ゐ
た
革
者
蓮
討
、
彼
等
白
串
校
知
識
と
は
矛
盾
す
る
生
き
た
料
験
中
全
〈
新
L
い
翻
念
が
彼

等
に
封
抗
し
て
明
る
と
き
に
、
非
常
に
不
安
を
感
ビ
停
然
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
阻
庁
、
制
離
な
己
と
は
な
同
。
L

央
に
ゾ

1
デ
ン
に
つ
い
て
は
、
前
中
辿
の
如
く
リ
ス
ト
は
以
前
に
は
相
官
彼
を
両
〈
評
慣
し
て
ぬ
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
彼
れ
の
著

L
F
を
見
る
に
及
ん
で
、
そ
れ
は
研
筑
方
法
と
専
門
語
と
に
於
い
て
新
し
い
も
の
を
合
ん
で
ぬ
る
け
れ
ど
も
、
殊
に
後
者
は
誇
一
践
的
で

叩

あ
っ
て
ス
ミ
ス
や
セ
ー
の
そ
れ
以
上
に
経
済
撃
を
煩
墳
の
泥
棒
に
深
〈
引
込
む
底
の
も
の
で
あ
る
、
と
批
判
す
る
に
至
っ
た
。

m川

な
ほ
っ
同
剛
氏
的
鱒
系
」
の
序
文
に
は
、
ネ
ベ
=
ウ
ス
(
前
掲
て
へ
ん
マ
ン
(
前
掲
)
、
モ
ー
ル
友
ど
の
名
が
一
括
し
て
皐
げ
ち
れ
て
府
る

旦
ミ
ス
ル
」

p
スト

第
五
十
一
巻

九

七
ヨ玉

静
=
一
規

ロ

w. VI. S. 2'7. (谷口・正本音響 28且)。
これは GeorgFriedrich Kr3L1Se 白と左を持して居るわけであるが、 リスト
全集散本幹事ーに土れば多分ChristianJ akob Kr創刊を，古味Lで屠るのであらう
と四£とである。 (Vgl.W. VJ. s. 507.)従 7 てクフウス主改むべきである。
w. VI 邑 30. (符口・正木諏 ]1頁)。
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ス
ミ
ス
と
9
-
A
E
r

t
F
五
十
一
巷

O 

七
一』，、

棒

銃

筒
所
が
あ
る
が
、
リ
ス
ト
は
彼
等
の
著
書
の
中
に
も
猫
逸
闘
税
同
盟
干
保
護
制
度
に
闘
す
る
主
張
が
あ
り
、

立
減
た
る
附
闘
を
正
賞
に
評
欄
す
る
に
客
か
在
る
も
の
で
は
在
同
己
と
い
っ
て
居
る
。
叉
か
の
ラ
ウ
(
前
掲
)
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ト
は

「か
h
る
趨
切
に
し
て

そ
の
名
E
皐
げ
で
は
ゐ
た
い
け
れ

E
も
、
自
分
が
一
八
三
九
年
の
巴
里
産
業
博
覧
舎
に
つ
い
て

7
ル
ゲ
マ
イ
ネ
紙
に
寄
せ
た
報
告
の

中
で
経
済
理
疏
の
現
欣
殊
に
伸
顧
四
曲
学
派
に
少
L
ば
か
り
非
難
を
加
へ
て
置
い
た
と
こ
ろ
、
同
紙
上
で
「
ラ
イ
ン
か
ら
」
と
署
名
し
た

通
信
員
(
と
札
は
貨
は
ラ
ウ
で
あ
っ
た
の
で
る
る
)
か
ら
叱
責
さ
れ
た
、
し
か
し
共
の
論
調
は
既
に
三
日
日
駕
さ
れ
た
ス
ミ
ス
流
白
皐
識
の
繰

返
し
に
す
ぎ
な
い
、
と
建
て
居
品
。
所
が
、
後
に
こ
八
四
三
年
)
ラ
ウ
が
共
白
主
宰
す
る
雑
西
経
済
皐
及
び
警
察
墜
雑
草
伊
で
す

ス
ト
の
「
凶
民
的
偲
系
L

を
批
判
し
た
(
前
謹
)
際
に
、
彼
は
同
宜
同
中
白
首
該
筒
所
に
燭
れ
て
「
ラ
イ
ン
か
ら
の
通
信
員
」
は
自
分
で
あ
っ

間

た
と
素
姓
宇
一
明
ら
か
に
し
て
居
る
と
の
己
と
で
あ
る
。

さ
て
以
上
の
如
〈
リ
ス
ト
は
「
図
民
的
瞳
系
」
の
序
文
の
中
に
於
い
て
相
賞
多
数
の
猫
品
曜
の
ス
ミ
ス
事
者
に
言
及
し
て
居
る
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
共
の
鍛
漣
は
桜
め
て
簡
単
で
あ
り
、
日
つ
「
己
の
審
物
白
中
で
酬
明
逸
闘
民
経
病
事
者
の
諸
研
究
に
つ
い
て
詰
る
己
と

を
避
け
」
度
い
意
向
か
ら
、
本
文
の
中
で
は
殆

E
乙
れ
に
鯛
れ
て
ゐ
左
い
。
僅
か
に
か
の
ザ
ル
ト
リ
ウ

R
(
前
掲
)
の
著
書
官
「
ハ
ン
ザ

一凡

O
二

l
一八
O
八
年
)
を
歴
史
筋
(
第
一
篤
)
第
二
学
「
ハ
ン
ザ
同
県
人
L
K
於
い
て
参
開
a

し
て
居
る
位
の
も
の
で
あ

る
。
最
後
に
リ
ス
ト
が
「
閥
税
同
盟
誌
」
一
八
四
三
年
就
に
載
せ
た
「
五
日
々
の
反
劃
者
」
と
題
す
る
論
文
を
見
る
み
¥
共
の
中
で
綾
は
前

同
盟
史
」
(
一
一
一
巻
、

記
の
占
フ
す
が
ア
ル
ヂ
マ
イ
ネ
紙
に
寄
せ
た
論
稿
に
言
及
し
(
今
度
は
其
の
筆
者
JF
ラ
ウ
博
士
な
る
こ
と
を
明
記
し
て
居
芝
、
「
納
品
坦
に
於
け
る

高
民
主
義
感
減
の
巨
頭
た
る
ラ
ウ
博
し
で
は
、
私
の
論
丈
に
封
す
る
等
制
問
中
で
、
自
由
貿
易
の
た
め
の
寓
民
主
義
製
抵
の
議
諭
|
|
百

遍
同
の
一
百
と
し
て

l
l
E繰
返
し
て
、
濁
逸
の
リ
ン
、
不
ル
紡
績
業
が
保
護
関
税
に
よ
っ
て
援
け
起
さ
れ
る
か

E
う
か
は
疑
は
し
い
と

主要著書は Die Nationalokonomie， ein philosophischer Ver5uch也ber die 
QueUen d田 Nationalreicntumsund uber dje'Mittel '7.U dessen Beforderung 
9 Bde. 1805-1824 である。
Vg1. W. VI. s. 30. (呑口'JI:-1<-帯.， I~.，~頁h
Robert von Mohl (1799-1875) 
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。
意
見
を
遁
ペ
て
居
る
。
己
れ
は
無
論
木
綿
紡
績
業
の
た
め
の
保
護
関
税
に
も
死
刑
を
宣
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
て
五
口
々

に
は
、
制
明
治
に
於
い
て
高
民
主
義
皐
振
の
闇
際
貿
易
に
闘
す
る
原
理
が
権
威
を
も
っ
て
居
る
限
り
、
一
車
と
離
も
成
長
し
得
た
い
、

時

制

と
い
ふ
俗
信
が
起
り
、
又
己
の
舶
に
闘
し
て
と
の
撃
一
決
全
憾
に
宣
戦
L
上
う
と
い
ふ
意
闘
が
生
じ
た
じ
と
論
じ

τ居
る
。

ス
ミ
ー
に
鈎
す
る
リ
ス
ト
の
批
剣

私
は
、
第
一
一
唄
に
於
い
て
リ
ス
ト
白
思
想
的
背
長
の
一
一
由
(
首
時
蝿
遁
に
於
い
て
支
配
的
で
る
っ
た
ス
ミ
ス
械
の
思
想
)
を
概
説
し
第
二
項

に
於
い
て
彼
が
こ
の
思
想
に
謝
し
て
如
何
た
る
態
度
を
採
っ
た
か
を
時
解
し
た
。

而
し
て
ζ

れ
ま
で
に
何
ら
れ
た
る
と
こ
ろ
を
綜

合
す
れ
ば
、
要
す
る
に
彼
は
濁
品
曜
の
ス
ミ
ス
主
義
者
に
劃
し
て
は
甚
だ
遠
慮
勝
ち
な
る
態
度
を
持
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
己
と
に
た
る

で
あ
ら
う
。
然
る
に

一
度
批
判
の
筆
記
を
濁
治
以
外
の
圃
々
の
撃
者
に
射
し

τ向
け
る
や
、
少
〈
と
も
リ
ス
ト
の
文
集
生
活
の
第

三
期
ま
で
に
於
い
て
は
、
殊
に
第
二
期
及
ぴ
第
一
二
期
に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
頗
る
半
妹
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
検

玉
比
率
げ
ら
れ
た
る
主
な
る
外
閣
の
皐
者
は
、
英
闘
の
ス
ミ
ス
は
い
ふ
ま
で
も
た
い
が
、
俳
蘭
四
の
セ
ー
や
斑
米
利
加
の
ク
ウ
バ

7

な
ど
で
あ
る
。
セ
ー
や
ク
ウ
バ
ア
は
有
名
在
る
ス
ミ
ス
主
義
者
で
あ
っ
た
が
、
己
れ
等
白
人
々
に
劃
す
る
リ
ス
ト
の
批
判
は
、
ス
ミ

ス
と
相
並
ゐ
で
取
扱
は
れ
て
あ
る
場
合
を
除
け
ば
、
此
庭
に
は
之
を
省
ぐ
と
と
h
し
て
、
直
ち
に
ス
ミ
ス
批
判
に
入
る
で
あ
ら
う
。

リ
ス
ト
が
欧
羅
巴
を
去
る
直
前
に
そ
八
二
五
年
四
月
)
一
友
人
に
宛
て
た
書
簡
O
中
で
初
め
て
明
白
な
る
ス
ミ
ス
批
判
を
試
み
た
こ

「
ス
ミ
ス
の
根
本
的
謬
設
は
彼
が
資
本
に
生
産
力
主
蹄
せ
し
め
た

鮪
に
あ
る
。
所
が
貨
は
曲
目
働
白
み
が
犬
小
の
資
本
の
援
助
に
よ
っ
て
生
産
を
し
て
居
る
の
で
あ
弘
、
L

と
い
う
て
居
る
。
か
く
て
吾
々

と
は
、
前
に
一
寸
遁
刊
て
置
い
た
が
、
彼
は
と
の
書
簡
の
中
で

ス
ミ
見
ル
』
9

スト

第
五
十
一
巻

第
三
甑

七
セ

w. VI. S. 30. (谷口・ IE木課 32頁)。
Vgl. W. VI. s.叫 undS. 505-506 
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!;J: 
先
づ
第、
一、ス

t亡、ミ
ス

資 L

本旨
のス
問ト
題
を
取
扱
占‘
己

'" L 

L 
ゃ
う

紫
五
十
一
巻

第一一一掛

七
ノ1、

惟
ふ
に
ス
ミ
ス
は
持
働
か
ら
出
没
し
、
こ
の
持
働
の
生
産
力
を
質
的
に
考
察
し
て
分
業
主
説
き
、
文
己
れ
を
量
的
に
考
察
し
て
持

働
主
働
か
せ
る
資
本
自
分
量
を
論
じ
た
。
リ
ス
ト
は
第
一
の
結
に
つ
い
て
は
協
業
論
を
以
て
補
支
し
、
第
二
の
鮪
に
閲
し
て
は
資
本

概
念
の
蹟
張
論
を
提
出
し
て
之
を
論
破
し
よ
う
冒
と
し
た
の
で
あ
る
。
今
は
こ
の
第
二
白
鞘
の
み
に
つ
い
て
辿
ぺ
干
う
。
リ
ス
ト
が
ス

ミ
ス
な
ど
白
資
本
概
念
を
批
評
し
た
言
葉
の
中
に
、
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
卸
ち
、

「
彼
等
は
、
人
間
白
勤
勢
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
噛
質
の
貯
へ
に
し
て
揖
存
す
る
も
の
を
資
本
と
い
ム
一
般
的
名
捕
で
呼
び
、
こ
白
貯
川
明
白
在
呉
れ
る

構
成
部
分
に
謝
し
て
共
油
に
し
て
平
等
な
る
放
呆
を
蹄
せ
し
め
る
白
み
な
ら
ず
、
事
無
限
な
る
放
巣
を
も
蹄
せ
し
め
て
居
る
。
彼
等
に
よ
か
ば
、
一
国

民
白
産
業
は
資
本
旬
ち
生
産
さ
れ
が
白
一
物
質
の
貯
へ
の
分
量
に
よ
っ
て
制
約
せ
ら
れ
る
。
彼
等
は
と
の
費
本
の
生
産
性
が
自
然
に
よ
っ
て
輿
へ
ら
れ
た
手

段
及
び
一
因
民
白
知
能
的
及
び
枇
曾
的
権
件
に
依
存
す
る
と
k
を
考
察
し
な
か
っ
た
。
後
謹
白
如
〈
、
若
し
も
魁
情
串
が
生
摩
さ
れ
た
物
質
の
貯
へ
に

し
て
現
存
す
る
も
白
に
封
し
て
賓
本
と
い
ふ
一
粧
的
名
穂
を
要
求
す
る
と
す
れ
ば
、
自
然
的
手
段
の
貯
へ
に
し
て
現
存
す
る
も
の
放
に
祉
骨
的
且
び
知

能
的
保
件
由
現
般
に
謝
し
て
も
一
般
的
名
棋
を
創
建
す
る
こ
と
が
同
様
に
必
要
で
る
る
。
換
言
ナ
恥
ば
、
資
本
に
は
自
棋
の
警
本
lz
精
神
の
禿
本
止
生

産
的
物
質
の
費
本
、
と
の
一
一
一
種
が
あ
あ

b
け
で
あ
ワ
て
、
一
国
民
白
生
産
力
は
最
後
の
も
の
ば
か

p
d
な
〈
車
主
と
し
て
は
前
の
三
者
に
も
依
存
す
る
の

で
あ
る
附
L

こ
れ
は
「
綱
要
」
に
於
け
る
リ
ス
ト
の
資
本
三
分
説
で
あ
る
。
本
も
「
凶
民
的
問
系
」
に
於
い
て
は
、
彼
は
か
主
る
名
栴
を
用
ひ
な
い

で
‘
自
然
の
資
本
と
い
ふ
代
り
に
自
然
的
生
産
力
と
い
ふ
言
葉
を
、
精
紳
の
資
本
と
い
ム
代
り
に
個
人
的
・
枇
合
的
・
政
治
的
生
産
力

耐

V
へ
は
精
榊
的
資
本
と
い
ム
言
葉
在
、
文
生
産
的
物
質
の
費
本
と
い
ふ
代
り
に
機
械
力
又
は
物
質
的
資
本
と
い
ム
言
葉
主
用
ぴ
て
、
こ

れ
等
を
別
々
の
卒
(
第
十
七
章
乃
至
第
十
九
章
)
に
於
い
て
説
明
し
て
居
る
。
故
に
後
年
に
至
る
に
及
ん
で
彼
は
一
見
資
本
概
念
撰
張
論

を
地
棄
し
た
か
の
翻
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
必
や
し
も
然
う
と
ば
か
り
は
い
へ
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
「
凶
民
的
健
系
L
に
あ

なほ ζ のタト士集第六管に附載せられたリストの小論文や校正刷論文の中に
は、プ 9ンス・スさス(前掲)を批判 Lた筒JjJfがああけれEも、此島には之を省
略する。
註 20 に同ピ。
Outlines 、，v.11. S. II6-II7 
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つ
亡
も
精
一
柳
的
資
本
と
物
質
的
資
本
と
の
匝
別
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
ば
か
り
で
友
〈
、
リ
ス
ト
は
ス
ミ
ス
皐
波
が
と
れ
等
刑
資

本
白
布
在
は
之
を
認
め
た
が
ら
、
結
局
に
於
い
て
園
民
の
宮
又
は
産
業
は
草
に
共
の
物
質
的
資
本
の
檎
額
に
上
っ
て
制
約
さ
れ
る
と

主
張
す
る
こ
と
を
誤
謬
な
り
と
し
て
非
難
す
ふ
と
共
に
、
「
物
質
的
図
民
資
本
の
榊
加
は
岡
民
的
精
神
資
本
の
増
加
に
土
っ
て
制
約

せ
ら
れ
、
共
の
逆
も
亦
異
な
る
己
ム
し
を
主
張
し
て
肘
る
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
リ
ス
T

は
、
宇
〈
と
も
物
質
的
資
本
と
精
神
的
資

本
と
の
匝
別
は
常
に
之
を
重
要
崩
し
た
こ
と
、
及
び
両
者
の
開
係
を
頗
る
密
接
な
る
も
の
と
な
し
た
こ
と
が
、
明
ら
か
で
る
ら
う
。

そ
と
で
問
題
と
在
る
の
は
、
リ
ス
T
の
以
上
白
如
青
見
解
と
渡
米
前
に
書
簡
の
中
で
漣
ペ
た
所
の
「
ス
ミ
ス
の
根
本
的
誤
謬
は
彼

が
資
本
に
生
産
力
を
蹄
せ
し
め
た
結
に
あ
る
。
所
が
賓
は
持
働
の
み
が
犬
小
の
資
本
の
援
助
に
よ
っ
て
生
産

L
て
居
る
の
で
あ
る
よ

と
の
見
解
と
は
、
如
何
に
し
て
調
和
さ
る
ぺ
脅
か
、
と
い
ム
己
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
己
れ
等
雨
見
解
は
互
に
矛
盾
す
る

も
り
で
あ
る
‘
と
の
解
樺
が
成
立
し
得
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
そ
れ
等
は
調
和
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
解
楳
を
採
る
と
す
れ
ぽ

改
の
や
う
に
百
へ
る
の
で
は
た
か
ら
う
か
左
忠
ム
。
邸
ち
、
書
簡
の
初
め
の
方
に
い
ふ
資
本
と
は
後
日
の
分
類
中
の
物
質
的
資
本
の

み
を
指

L
、
又
共
の
後
の
方
に
い
ふ
資
本
ム
」
は
成
義
の
資
本
(
前
識
の
=
語
或
は
二
種
目
安
本
を
含
む
)
を
指
す
の
で
あ
る
、
と
。
し
か
し

か
う
い
つ
で
も
な
ほ
不
分
明
怠
る
黙
が
た
い
と
は
い
へ
た
い
。
何
故
な
れ
ば
、
書
簡
中
に
い
ム
持
働
と
は
何
を
意
味
す
る
か
Y
不
明

で
あ
り

.
H
つ
庚
義
の
資
本
中
白
精
紳
の
資
本
或
は
精
一
川
的
資
本
の
意
味
が
在
隠
は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

抑
も
リ
ス
ト
に
上
れ
ば
、
精
紳
の
費
本
ム
」
は
「
一
岡
氏
の
知
能
的
及
び
祉
合
的
保
件
」
或
は
「
枇
合
的
及
び
知
能
的
僚
件
の
現
欣
」

(
前
越
、
「
醐
要
一
)
の
己
と
で
あ
り
、
精
神
的
資
本
と
は
「
個

λ
的
・
祉
曾
的
・
政
治
的
生
産
力
」
(
前
症
、
「
閤
民
的
惜
栗
」
)
或
は
「
個
々
人
の
精

神
的
及
び
肉
閥
的
力
、
並
に
祉
合
的
・
市
民
的
・
政
治
的
危
る
情
勢
及
び
制
比
」
(
「
閏
民
的
構
軍
」
)
の
己
と
で
あ
る
。
無
論
雨
著
書
に
於

樺
豆
一
瞬

ス
ミ
ス
・
と
9

スト

第
五
十
一
審

七
九

Instrumentalkrafte 
VgI. W. VI. 19 Kap. 
w. VI. S. 255・(谷口・正木課 3国頁)，
W. VI. S. 25I.. (普口・E木課 295頁)ロ
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ス
電
ス
ル
」
，
ス
ト

俸
五
十
一
巻

F、
O 

け
る
説
明
は
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
居
る
が
、
し
か
し
詮
巴
詰
め
て
見
れ
ぽ
、
精
神
の
資
本
と
か
精
神
的
資
本
と
か
い
ふ
は
、
(
一
)
各
個

骨一一一様

四

八
回
一
精
帥
的
及
び
肉
閥
的
諮
能
力
と
(
一
一
)
一
吐
合
的
諸
制
度
(
人
儒
的
時
制
度
l
l
l保
護
貿
易
制
度
も
其
の
巾
に
骨
玄
れ
る
)
と
の
二
者
を
合

む
も
の
と
解
し
得
る
で
あ
ら
う
。
も
う
一
つ
約
言
す
れ
ば
、
持
働
と
制
度
と
の
二
者
を
含
む
も
の
と
い
ふ
己
と
に
在
る
で
あ
ら
う
。

但
し
E
L
に
い
ふ
持
働
は
極
め
て
庚
義
の
も
の
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
勤
持
と
呼
ぽ
る
べ
き
で
あ
る
。
リ
ス
ト
は
ス
ミ
ス
が
葬
働
を
狭
義

に
解
し
て
謂
は
ゆ
る
間
接
的
持
働
(
政
惜
家
・
教
育
者
・
宗
教
家
・
科
串
者
・
慈
情
家
な

r
早
朝
捗
)
の
生
産
性
を
認
め
な
か
っ
た
と
と
を
非
難
し

て
居
旬
仰
の
で
b
る
が
、
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
彼
が
通
常
持
働
又
は
勤
勢
と
呼
ば
れ
て
居
る
も
の
及
び
通
常
制
度
と
呼
ば
れ
て
居

る
も
の
を
資
本
の
一
種
に
加
へ
た
こ
と
は
、
「
綱
要
」
の
中
に
於
い
て
通
常
土
地
又
は
自
然
と
呼
ば
れ
て
居
る
も
の
を
資
本
白
一
種
に

す
所
以
で
も
あ
る
。

加
へ
た
こ
と
L
共
に
、
甚
だ
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か
し
叉
そ
れ
は
梅
幸
の
書
簡
巾
の
章
句
(
勢
働
の
み
が
、
一
主
主
主
K
T
可
鮮
の
ま
L
浅

+
ん
も
、
以
上
の
如
く
い
ふ
は
、
リ
ス
ト
の
論
遁
を
杢
慢
と
し
て
論
理
的
忙
解
殺
し
た
場
合
の
話
で
あ
っ
て
、
更
に
個
々
的
又
は
部

分
的
に
彼
れ
の
所
論
を
見
る
た
ら
ば
、
或
る
箇
所
で
は
、
継
は
精
紳
的
資
本
た
る
も
の
を
過
去
に
於
け
る
人
々
の
「
一
切
の
一
環
見
・
殻

明
・
改
良
・
完
成
・
努
力
の
集
積
」
と
解
し
、
勤
持
そ
の
も
の
で
は
左
〈
て
勤
第
の
結
果
た
る
無
形
財
産
を
意
味
す
る
狭
義
の
も
の
と
注

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
更
に
引
額
い
て
彼
は
い
ふ
、

「
各
個
園
民
は
、
前
時
代
白
人
々
自
か
う
@
遺
産
を
探
用
し
、

E
ワ
自
己
の
搭
得
物
に
よ
ワ
て
と
れ
を
靖
加
せ

L
品
得
る
そ
の
程
度
に
比
例
し
て
の
み

生
産
的
で
あ
り
、
又
其
白
領
土
の
自
然
力
宇
領
土
白
田
積
及
び
地
理
的
位
置
宇
共
白
人
口
や
政
晴
的
勢
力
が
、
そ
舟
凶
民
を
し
て
、
其
白
岡
境
内
の
有

ら
ゆ
る
職
業
部
門
を
龍
ふ
限
り
完
全
H
ワ
平
等
に
瑳
謹
す
手
を
得
し
品
、
ー
そ
の
闘
品
目
道
徳
的
・
知
龍
的
'
工
業
的
・
尚
業
的
・
政
治
的
影
響
を
、
他
白

後
謹
岡
民
及
び
一
般
に
世
界
白
問
題
に
ま
で
及
ぼ
さ
し
め
得
る
、
そ
の
程
度
に
比
例
し
て
白
み
生
産
的
で
あ
る
。
」

w. VI. 12 Kap 
w. VL S.' I79. (守辛口・正木課 209頁)，
a. a. 0 



っ
て
も
精
帥
的
資
本
と
物
質
的
資
本
と
円
高
別
は
依
然
と
し
て
存
主
ず
る
ぽ
か
り
で
在
〈
、
リ
ス
ト
は
ス
ミ
ス
事
派
が
己
れ
等
府
守
、

本
の
有
在
は
之
を
認
め
な
が
ら
、
結
局
に
於
い
て
闘
民
の
官
又
は
産
業
は
単
に
共
の
物
質
的
資
本
の
鳩
額
に
土
っ
て
制
約
さ
れ
る
と

主
張
す
る
と
と
を
誤
謬
な
り
と
し
て
非
難
す
恥
と
共
に
、
「
物
質
的
国
民
資
本
の
榊
加
は
闘
民
的
精
神
費
本
の
増
加
に
よ
っ
て
制
約

せ
ら
れ
、
共
の
逝
も
亦
声
、
な
る
と
L
H」
を
主
張
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
リ
ス
ト
は
、
争
〈
と
も
物
質
的
資
本
と
精
一
判
的
資

本
と
の
院
別
は
常
に
之
を
重
要
減
し
た
と
と
、
及
び
耐
者
の
関
係
を
頗
る
締
接
た
る
も
の
と
在
し
た
己
と
が
、
明
ら
か
で
め
ら
う
。

そ
と
で
問
題
と
在
る
の
は
、
リ
ス
ト
の
以
上
の
如
雪
見
解
と
渡
米
前
に
書
簡
の
中
で
漣
ペ
た
所
の
-
ス
ミ
ス
の
根
本
的
誤
謬
は
彼

が
資
本
に
生
産
力
を
邸
せ
し
め
た
鄭
に
あ
る
。
間
が
賓
は
第
働
の
み
が
犬
小
の
資
本
の
援
助
に
よ
っ
て
生
産
し
て
居
る
の
で
あ
る
己

と
の
見
解
と
は
、
如
何
に
し
て
調
和
さ
る
べ
雪
か
、
ム
」
い
ム
己
と
で
あ
る
。
己
れ
に
つ
い
て
は
、
と
れ
等
雨
見
解
は
互
に
矛
盾
す
る

も
の
で
あ
る
・
と
の
解
糟
が
成
立
し
得
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
そ
れ
等
は
調
和
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
解
樺
を
採
る
と
す
れ
ば

次
の
や
う
に
百
へ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
冒
と
息
ム
。
帥
ち
、
書
簡
の
初
め
の
方
に
い
ふ
資
本
と
は
後
目
白
分
類
中
の
物
質
的
資
本
の

み
を
指
し
、
又
共
の
後
の
方
に
い
ふ
資
本
土
は
庚
義
の
資
本
(
前
惑
の
一
一
語
或
は
二
種
田
建
本
を
合
む
)
を
指
す
の
で
あ
る
、
と
。
し
か
し

か
う
い
っ
て
も
注
ほ
不
分
明
友
る
駄
が
友
い
と
は
い
へ
一
泣
い
。
何
故
た
れ
ば
、
書
簡
中
に
い
ふ
持
働
と
は
何
を
意
味
す
る
か
民
不
明

で
あ
り

.
H
つ
康
義
の
資
本
中
の
精
紳
白
資
本
或
は
精
紳
的
資
本
の
意
味
が
た
ほ
は
っ
き
り
し
紅
い
か
ら
で
あ
る
。

抑
も
リ
ス
ト
に
上
れ
ば
、
精
神
の
資
本
企
は
「
一
国
民
の
知
能
的
及
び
枇
合
的
保
件
L
或
は
「
枇
合
的
及
び
知
能
的
保
件
の
現
欣
」

(
前
述
、
「
綱
要
」
)
の
己
と
で
あ
り
、
精
神
的
資
本
と
は
「
個
人
的
・
紅
合
的
・
政
治
的
生
産
力
」
(
前
述
、
「
闘
民
的
惜
系
」
)
或
は
「
個
々
人
の
精

神
的
及
び
肉
閥
的
力
、
並
に
祉
合
的
・
市
民
的
・
政
治
的
在
る
情
勢
及
ぴ
制
丸
」
『
図
民
的
措
果
」
)
の
と
と
で
あ
る
。
無
論
耐
著
書
に
於

第
三
曲

ス
ミ
ス
K
9
スト

第
五
十
一
巻

七

九
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ス
者
ス
ル
」
日
歩
ス
ト

第
五
十
一
番

四

一
一
凡
O

静一一一競

け
る
説
明
は
そ
れ
ぞ
れ
臭
っ
て
居
る
が
、
し
か
し
詮
ビ
詰
め
て
見
れ
ば
、
精
神
の
資
本
と
か
精
神
的
資
本
と
か
い
ふ
は
、
(
一
)
各
個

人
目
精
一
刊
的
及
び
肉
鰹
的
諸
能
力
と
(
一
一
)
枇
舎
的
諸
制
度
〔
人
銭
的
諸
制
度
1ー

l
梓
護
貿
易
制
度
も
其
の
中
に
合
意
れ
る
)
と
の
一
一
者
E
A
r
n

む
も
の
と
解
し
得
る
で
あ
ら
う
。
も
う
一
ワ
約
言
す
れ
ば
、
弊
働
ξ
制
度
と
の
一
一
者
を
含
む
も
の
と
い
ふ
己
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

但
し
E
L
に
い
ム
悼
労
働
は
極
め
て
腐
義
の
も
の
で
あ
っ
て
、
寧
る
勤
搾
と
呼
ぽ
る
べ
き
で
あ
る
。
リ
ス
ト
は
ス
ミ
ス
が
弊
働
を
狭
義

に
解
し
て
謂
は
ゆ
る
間
接
的
曲
目
働
(
政
治
家
・
敬
育
者
・
宗
散
家
・
科
畢
者
・
事
情
家
な

r
の
勤
勢
〉
の
生
産
性
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
を
非
難
し

て
居
"
仰
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
兎
も
伺
と
し
て
、
彼
が
通
常
抽
労
働
叉
は
勤
弊
と
呼
ば
れ
て
居
る
も
の
友
ぴ
通
常
制
度
と
呼
ば
れ
て
居

る
も
の
を
資
本
の
一
種
に
加
へ
た
と
と
は
、
「
綱
要
」
の
中
に
於
い
て
通
常
土
地
又
は
自
然
と
呼
ば
れ
て
居
る
も
の
を
資
本
白
一
穫
に

加
へ
た
こ
と
i
A

共
に
、
甚
だ
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か

L
叉
そ
れ
は
糟
曹
の
書
簡
巾
の
章
句
(
勢
働
の
み
が
、
云
と
を
手
可
解
の
ま
L
漣

ナ
所
以
で
も
あ
る

G

治
も
、
以
上
の
如
〈
い
ふ
は
、
リ
ス
ト
O
論
蓮
を
杢
醐
阻
B

と
し
て
論
理
的
忙
解
離
し
た
場
合
の
話
で
あ
っ
て
、
更
に
個
々
的
又
は
部

分
的
に
彼
れ
白
所
論
を
見
る
な
ら
ば
、
或
る
箇
所
で
は
、
彼
は
精
紳
的
資
本
な
る
も
の
を
過
去
に
於
け
る
人
々
の
「
一
切
の
一
務
見
・
後

間

明
・
改
良
・
完
成
・
努
力
の
集
積
L
と
解
し
、
勤
労
そ
の
も
の
で
は
た
〈
で
勤
葬
の
結
果
た
る
無
形
財
産
を
意
味
す
る
狭
義
の
も
の
と
た

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
更
に
引
額
い
て
継
は
い
ム
、

「
各
個
圏
民
は
、
前
時
代
百
人
々
白
か
込
る
遺
産
を
採
用
し
、

H
ワ
自
己
の
獲
得
物
に
よ
っ
て
と
れ
を
噌
加
ぜ

L
品
得
る
そ
の
程
度
に
比
例
し
て
の
み

生
産
的
で
あ
り
、
又
其
白
領
土
山
一
自
然
力
苧
領
土
白
岡
積
且
び
地
理
的
位
置
や
其
白
人
口
や
政
措
的
勢
力
が
、
そ
の
国
民
を
し
て
、
其
白
岡
境
内
の
有

ら
ゆ
る
職
業
部
門
を
龍
ふ
限
り
完
全
E
ワ
平
等
に
遊
速
す
る
を
得
し
品
、
又
そ
白
岡
民
の
道
徳
的
・
知
龍
的
・
工
業
的
・
商
業
的
・
蹴
治
的
影
響
を
、
他
の

後
誰
岡
民
及
川
V

一
般
に
世
界
申
問
題
に
舎
で
芸
は
さ
し
め
得
る
、
そ
の
程
度
に
比
例
し
て
白
h
生
産
的
だ
あ
し
山
0
」

w. VI. 12 Kap_ 
w. VI. S.' 179. (各日・正木課 2珂頁)，
a. a. 0 
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こ
れ
は
、
狭
義
の
精
神
的
資
本
の
外
に
自
然
亙
ぴ
自
然
力
や
政
治
及
び
政
治
的
勢
力
が
一
国
民
の
生
産
力
主
増
大
す
る
こ
と
を
説

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
に
述
べ
た
一
般
的
定
義
に
於
い
て
は
己
白
自
然
及
び
自
然
力
が
間
然
の
資
本
と
呼
ば
れ
、
又
政
治
や
政
治

的
勢
力
は
狭
義
の
精
神
的
資
本
と
共
に
精
紳
の
資
本
叉
は
精
神
的
資
本
の
内
容
を
な
す
も
白
と
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

か
〈
て
ワ
ス
ト
の
い
ふ
精
榊
的
資
本
に
は
虞
狭
の
一
一
義
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
た
っ
た
・
わ
け
で
あ
っ
て
、
狭
義
に
於
い
て
は
要

す
る
に
物
質
的
生
産
力

E
増
大
す
る
た
め
白
知
識
(
主
と
し
て
自
然
科
畢
的
知
識
)
の
集
積
在
意
味
す
る
も
の
と
見
る
と
と
が
出
来
る
o
而

し
て
リ
ス
ト
は
と
り
種
の
資
本
を
非
常
に
重
要
頑
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
じ
か
し
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
も
決
し
て
そ
れ
が
閑
却
さ
れ

た
わ
け
で
は
た
い
。
た
ど
ス
ミ
ス
は
、
と
れ
に
精
洲
的
資
本
と
い
ふ
が
如
き
名
郡
を
附
す
る
己
と
訟
〈
、
且
っ
そ
れ
は
要
す
る
に
資

本
(
リ
ス
ト
白
い
ふ
物
質
的
資
本
〕
を
通
じ
て
作
用
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
経
済
事
同
組
に
於
い
て
は
己
の
具
般
的
た
る
資
本
を
取
扱

ふ
を
以

τ足
る
と
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ス
ミ
ス
流
の
経
済
壊
と

F
ス
ト
流
白
経
済
事
と
を
匝
別
ず
る
著
明
在
る
標
準
。

一
つ
で
友
け
れ
ば
な
ら
な
い

1
i
r度
、
政
治
及
び
政
治
的
勢
力
或
は
制
度
)
の
作
用
を
認
め
る
か
認
め
な
い
か
Y
リ
ス
ト
の
経
桝

閣
?
と
ス
ミ
ス
の
経
済
壌
と
を
目
別
す
る
他
の
一
椋
準
で
あ
る
や
う
に
。
而
し
て
こ
の
と
と
は
、
今
日
白
問
題
た
る
醤
経
済
壌
と
新
経

持
墜
と
の
匝
別
如
何
を
考
へ
る
際
に
も
、
犬
い
に
参
考
と
友
る
で
あ
ら
う
。

、
、
、

失
に
第
二
の
論
恥
と
し
て
生
産
力
と
偵
他
と
の
問
題
を
取
上
げ
や
う
。
リ
ス
ト
は
こ
の
問
題
を
主
と
し
て
「
間
四
民
的
障
系
」
第
十
二

立
「
生
産
力
白
理
論
と
倶
値
の
理
論
」
の
中
で
取
扱
っ
て
は

hz。
彼
が
問
題
と
し
た
の
は
、
宮
(
旬
ち
使
用
情
慌
)
の
生
産
と
共
の
交
換
慣

値
と
白
闘
係
に
閥
ず
る
も
の
で
は
友
〈
て
、
交
換
例
純
の
荷
捨
者
と
し
て
の
富
そ
の
も
の
を
重
腕
す
る
立
場
と
同
様
の
富
を
生
産
す

る
力
の
培
養
を
重
腕
ず
る
立
場
と
の
比
較
と
い
ム
己
左
で
あ
っ
た
。
而
し
て
彼
は
後
の
立
揚
を
採
用
す
る
己
と
に
よ
っ
て
ス
ミ
ス
に

ス
ミ
ス
ー
と
9

スト

第
五
十
一
巻

11、

事
三
揖

五

e 



ス
ミ
ス
是
n
y

九
ト

k
F
1
十
一
巻

占ノ、

"、

静

観

割
抗
し
た
の
で
あ
る
。

H
〈
、

「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
有
名
な
る
著
守
は
『
読
図
民
の
官
白
性
質
止
刊
日
原
因
に
つ
い
て
』
と
い
ふ
表
題
を
附
し
て
居
る
。
と
れ
に
よ
り
て
、
こ
の
支
配
的
畢
抵

白
創
設
者
は
、
諸
闘
民
並
に
個
々
の
私
人
の
挫
済
を
考
察
す
べ
き
二
重
の
見
地
を
正

L
f指
示
し
た
。
官
の
陣
困
は
詰
そ
の
も
の
と
は
全
〈
別
耐
の
も

の
で
あ
る
。
或
る
桐
人
は
笥
即
ち
査
換
債
依
を
所
有
し
て
居
る
品
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
債
値
彩
る
物
を
創
る
力
を
、
消
費
す
る
以

1
に
所
有
し
て

ゐ
な
い
な
ら
ば
、
彼
は
貧
乏
L
」
な
る
。
或
る
個
人
は
貧
乏
で
あ
る
か
も
知
品
な
い
が
、
し
か
し
慣
値
ち
る
物
を
消
費
す
る
よ
ゆ
も
よ
P
大
な
あ
分
批
に

於
い
て
創
る
カ
を
所
有
し
て
居
る
な
ら
ば
、
彼
は
官
裕
と
な
る
。
従
う
て
宿
を
創
る
力
は
、
宮
そ
の
も
の
よ
り
も
無
限
に
重
要
C
あ
る
。
そ
れ
は
獲
得

物
の
所
有
と
帯
加
と
を
保
読
す
る
ば
か
り
で
な
〈
、
車
烹
↓
喪
世
央
物
白
拙
芳
芋
ゆ

恥
か
伊
〈
て
ス
ξ
さ
、
ス
は
且
き
出
縫
を
な

L
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
杢
科
串
が
個
々
白
血
想
家
の
耳
目
中
か
ら
完
成
さ
れ
て
跳
世
間
す
と
い
ふ
や
ろ
な
こ

と
は
、
自
掠
白
計
査
の
巾
に
は
な
い
宇
う
に
思
は
れ
る
。
明
ら
か
に
λ

ミ
ス
は
、
章
農
串
抵
の
『
一
般
的
貿
易
自
由
』
と
い
ふ
寓
民
主
義
的
な
る
理
念

町
、
彼
自
身
の
大
賀
見
た
る
『
分
業
』
と
に
よ
っ
て
、
儀
り
に
も
強

f
支
配
さ
れ
た
た
品
に
、
『
生
産
力
』
白
開
念
を
誼
究
ず
る
こ
と
が
聞
東
な
か
っ

た
。
」
分
業
論
は
確
か
に
ス
ま
ス
の
著
書
を
轟
か
し
い
も
の
と
し
た
。
し
か
し
叉
、
自
分
建
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
「
『
分
業
』
と
い
ふ
重
要
な
る
獲
見
を
有

利
な
6
光
内
中
に
置
か
う
唱
と
し
た
こ
の
熱
心
さ
こ
そ
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
を
し
て
『
生
産
力
』
の
開
念
|
|
彼
に
よ
り
緒
論
及
び
本
論
に
於
い
て
、
ほ

ん
白
偶
離
に
で
は
あ
る
が
、
な
ほ
属
ミ
言
及
さ
れ
た
所
の
ー
ー
を
克
に
注
ん
で
埠
究
せ
し
め
る
こ
と
を
妨
げ
、
文
彼
hw
円
単
語
を
盗
か
に
完
全
な
る
形

に
於
い
て
設
越
せ
し
め
る
こ
と
を
妨
げ
た
白
で
島
る
。
」

而
し
て
り
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
官
を
生
産
す
る
力
を
重
税
す
る
立
揚
は
、
前
例

K
I
っ
て
も
分
る
や
う
に
、

一
個
人

ιと
っ
て
も
貫

蛍
で
あ
る
が
、
「
レ
ン
干
に
上
っ
て
生
活
す
る
こ
と
の
問
来
な
い
岡
民
全
鵠
」

K
L」
つ
て
は
左
ほ
一
居
重
要
で
あ

h
o
何
故
在
れ
ば
、

個
人
は
ー
ダ
換
憤
値
或
は
貨
幣
を
蓄
積
す
る
と
と
に
よ
っ
て
資
本
を
形
成
し
そ
れ
に
世
帯
づ
い
て
金
利
生
活
を
す
る
己
と
が
出
来
る
け
れ

ど
も
、
岡
氏
全
憶
は
と
の
己
と
を
友
し
得
た
い
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
「
ス
ミ
ス
は
、
岡
氏
に
於
け
る
資
本
形
成
の
過
程

E
一
金
利

生
活
者
の
操
作
に
還
元
し
て
居
る
。
合
利
生
活
者
の
所
得
は
彼
れ
の
物
質
的
資
本
の
債
値
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
、
而
し
て
そ
の
人
は

彼
が
再
び
資
本
に
加
へ
る
所
の
貯
金
に
よ
っ
て
の
み
共
の
所
得
を
増
加
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
己
の
貯
蓄
設
は
、
商
人
の

w. VI. ~. 173. (幸子日・ IE本語 202頁)。
w. VJ. S. 174-175. (持U・正木課 203-204頁)。
Vgl. W. VI. S. 173. (符"・正木諜 202Iu。
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帳
場
で
は
確
か
に
正
し
い
け
れ

E
も
、
し
か
し
全
園
民
が
そ
れ
に
従
ふ
た
ち
ば
貧
困
・
蒙
昧
・
無
力
・
園
民
的
崩
壊
に
導
か
れ
す
る
を

ω
 

得
な
い
、
と
い
ム
己
と
を
ス
ミ
ス
は
考
慮
し
て
ゐ
な
い
。
」

か
〈
て
園
民
経
済
に
と
っ
て
は
〈
個
人
に
と
つ
で
も
金
利
生
活
者
を
陪
け
ば
同
巴
ζ

と
で
あ
る
が
て

生
産
力
理
念
の
逗
究
が
最
重
要
事
で

あ
る
と
止
は
明
白
で
あ
る
が
、
リ
ス
下
は
分
業
論
及
び
物
質
的
資
本
論
以
上
に
は
踏
み
出
し
得
な
か
っ
た
ス
ミ
ス
よ
り
一
歩
を
進
め

て
、
生
産
力
主
生
産
す
る
も
の
の
研
究
に
入
り
、
或
は
生
葎
的
努
働
の
概
念
の
撰
張
主
、
或
は
前
漣
の
如
き
資
本
の
概
念
の
横
張
を

試
み
た
の
で
あ
る
。
而
か
も
前
遁
の
如
〈
、
リ
ス
ト
の
い
ふ
精
神
的
資
本
が
庚
〈
(
一
)
有
ら
ゆ
る
種
類
の
勤
曲
目
及
び
つ
ご
粧
台
的
諸

制
度
を
含
む
も
の
と
す
れ
ば
、
資
本
概
念
の
横
張
と
生
産
的
持
働
概
念
白
摘
張
と
は
結
局
同
一
物
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
に
な
る
で
あ

ら
う
。
般
に
澗
は
ゆ
る
生
産
力
を
生
産
す
る
も
の
と
し
て

9
ス
ト
が
詑
明
し
て
居
る
所
の
も
の
は
、
弐
に
引
用
す
る
竿
伺
に
よ
っ
て

明
ら
か
た
や
う
に
、
捷
延
せ
ら
れ
た
る
意
味
。
生
産
的
葬
働
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

E
れ
は
精
神
的
資
本
の
一
一
由
を
遁
ぺ
て
居
る
も
。

と
看
倣
し
で
も
差
支
た
い
で
あ
ち
う
。
邸
ち
臼
〈
、

「
ス
ミ
λ

串
祇
に
よ
恥
ば
、
豚
を
旬
育
す
る
者
は
吐
舎
の
生
産
的
一
員
で
あ
っ
て
、
入
閣
を
設
育
ず
る
者
は
不
生
底
的
一
員
で
あ
る
。
賓
る
た
品
目
且

笥
又
は
口
事
を
作
る
者
は
生
唐

E
t
L
、
最
も
枠
大
な
る
普
柴
田
名
手
口
、
彼
等
由
演

J'る
も
の
を
市
場
に
搬
出
す
る
こ
冒
と
が
出
車
な
い
か
ら
、
生
産

的
で
は
な
い
。
向
分
の
患
者
を
救
博
す
る
障
者
は
生
産
的
階
級
に
周
し
な
い
が
、
し
か
し
薬
局
白
小
僧
は
、
彼
れ
の
生
産
す
る
克
換
債
依
曲
ち
丸
礎
部

無
償
他
物
に
師
団
る
撃
で
に
僅
か
致
分
間
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
に
し
て
も
、
生
産
的
階
級
に
属
す
る
。
ミ
ユ

1
ト
ン
品
ヤ
ウ
オ
ツ
ト
や
ケ
プ
レ
ル
の
や
う

な
人
口
近
頃
マ
カ
ロ
ク
民
に
よ
っ
て
人
間
吐
骨
白
生
産
的
成
員
四
列
に
加
~
ら
れ
た
勢
働
者
た
る
臆
君
、
馬
や
駄
獣
医

r
r位
、
生
産
的
で
な
山
口
」

「
ス
ミ
ス
畢
汲
目
上
蓮
田
如
き
誤
謬
と
矛
盾
と
は
、
生
産
力
白
理
論
の
立
場
か
ら
容
易
に
訂
正
せ
ら
れ
る
。
な
る
ほ
ど
、
豚
を
飼
育
し
た
り
胤
笛
又
は

丸
薬
を
製
造
す
る
岩
は
生
産
的
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
青
年
且
ぴ
成
人
目
教
育
者
や
昔
柴
田
各
手
中
昏
者
苧
裁
判
官
や
行
政
官
は
な
ほ
遁
か
に
高
い
程

度
に
於
い
て
生
産
的
で
あ
る
。
前
者
は
交
換
倒
値
を
生
産
し
、
後
者
は
生
産
力
を
生
産
す
る
。
確
か
に
慣
値
請
に
於
い
て
は
、
こ
れ
年
内
生
産
力

目
生
産
者
は
、
彼
等
白
調
勢
に
謝
し
て
交
換
債
値

E
H
て
報
酬
を
受
け
る
限
り
に
於
い
て
の
晶
、
考
慮
せ
ら
れ
得
る
。
而
し
で
彼
等
白
給
刊
を
考
慮
す

λ
守、

λ

と
9

司

A

ト

備
五
十
一
審

七

，-， 

第
三
一
揖
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ス
ミ
ス
と
リ
ス
ト

第
五
十
一
巻

第
三
韓

F、

F、
四

る
こ
の
様
式
と
方
法
と
は
、
宇
な
か
ら
ぬ
場
合
に
於
い
て
其
の
賓
際
的
教
周
を
も
つ
で
あ
ら
う
。
・
・
-
し
か
し
一
困
民
白
間
際
闘
悼
又
は
線
鱒
聞
係

一
列
円
割
〈
日
つ
競
う
た
見
解
に
導
〈
も
自
で
あ
る
。
」

を
諭
f
る
場
合
に
は
、
と
白
様
式
と
方
語
、
と
は
不
十
分
で
あ
づ
て
、

ス
ミ
ス
友
ど
の
債
値
現
論
に
針
立
せ
し
め
ら
れ
た
所
の
り
ス
予
の
生
産
力
理
論
は
、
か
く
て
要
す
る
に
、
生
産
力
を
生
産
す
る
勤

持
(
こ
れ
は
精
紳
的
安
本
目
一
部
を
な
す
と
も
言
は
れ
て
居
る
)
を
重
要
問
す
る
と
と
を
共
の
本
旨
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
ひ
得
る
で
あ

し
か
し
彼
は
必
L
P
し
も
生
産
力
理
論
一
一
結
張
り
で
進
ま
う
と
い
ふ
積
り
で
は
た
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
.

「
悲
し
も
ス
ミ
ス
が
『
憤
値
、
交
換
債
値
』
の
理
念
に
支
配
さ
れ
る
と
と
な
ぐ

2
1産
力
』
の
理
念
を
追
究
し
て
ゐ
た
た
ら
ぽ
、
彼
は
濁

立
白
生
産
力
理
論
が
債
値
迎
論
と
並
存
し
て
経
済
現
象
を
説
明
し
た
け
れ
ば
な
ら
左
い
と
の
見
解
に
到
達
し
た
に
相
違
た
か
ら
う
、
」

ら
う
が
、

と
い
っ
て
居
る
己
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
己
れ
等
雨
者
は
車
に
並
存
す
る
ば
か
り
で
友
〈
、
如
何
に
し
て
調
和
さ

る
べ
き
で
あ
る
か
。
と
れ
に
つ
い
て
は
、
遺
憾
友
が
ら
リ
瓦
ト
は
明
瞭
な
る
解
符
を
輿
へ
℃
ゐ
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
惟
ふ
に
、
ス
ミ

ス
経
済
撃
の
論
駁
に
徐
り
に
性
念
で
あ
っ
た
た
め
か
、
或
は
責
際
問
題
と
し
て
の
工
業
育
成
閲
税
若
し
く
は
保
護
貿
易
の
政
策
1

1

己
れ
は
生
産
力
主
生
産
す
る
手
段
の
一
つ
忙
す
雪
泣
い
ー
ー
の
必
要
を
結
論
す
る
に
事
を
急
い
だ
た
め
か
で
あ
ら
う
。
而
か
も
己
の

調
和
白
問
題
は
、
同
時
に
今
日
目
重
要
課
題
の
一
つ
で
も
あ
る
。
何
故
た
れ
ば
、
今
日
は
必
や
し
も
交
換
償
値
白
刺
戟
に
よ
ら
ざ
る

生
産
の
披
充
が
園
民
経
済
的
に
要
求
せ
ら
れ

E
つ
生
産
力
を
生
産
す
る
と
と
が
興
亜
経
済
と
い
ふ
百
年
の
大
計
の
た
め
に
要
求
せ
ら

れ
て
居
る
時
代
で
る
る
か
ら
で
あ
る
。

む

す

び

4出
iJ< 

W. Vl. S. I82. (谷口.jE木課 212-213頁)。
W: Vl. S. 177. (谷口 oJE木課 206頁)。
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「
ス
ミ
ス
と
リ
ス
ト
」
と
い
ふ
題
目
の
下
に
、
リ
ス
ト

E
中
心
と
し
た
諭
越
を
試
み
た
。
而
し
で
こ
の
論
述
は
、
濁

品
曜
に
於
付
る
ス
ミ
ス
曲
学
者
に
封
ず
る
リ
ス
ト
の
態
度
と
、

ス
ミ
ス
自
身
に
封
ず
る
彼
れ
の
態
度
と
に
、
之
を
限
定
し
た
。
前
者
に
つ

い
て
は
、
リ
ス
下
自
身
の
態
度
が
比
較
的
に
深
刻
で
な
い
闘
係
上
、
た
い

-
h

猫
逸
の
ス
ミ
ス
事
者
白
名
主
列
皐
し
た
程
度
に
終
り
、
又

後
者
に
つ
い
て
は
、
問
題
は
多
々
あ
高
砂
れ
ど
も
、
紙
面
の
蹴
係
上
及
び
慨
に
相
官
多
〈
白
該
首
論
著
が
現
れ
て
居
る
闘
係
上
、
論

瓢
E
比
較
的
に
制
限
し
た
。
故
に
ス
ミ
ス
剖
リ
ス
ト
の
閥
係
の
全
般
論
と
し
て
は
、
本
稿
は
極
め
て
不
完
全
た
る
も
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
ス
ミ
ス
と
り
ス
干
と
の
根
本
思
想
の
比
較
の
如
昔
は
、
た
ピ
狗
逸
の
聞
学
者
と
り
ス
下
と
の
間
柄
を
略
説
せ
る
際
に
僅
か
に
と
れ

に
慣
れ
た
に
止
ま
っ
て
居
る
。
た
V
A

資
本
や
生
産
力
と
償
値
に
閲
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
見
を
加
へ
つ
-
A

や
L
突
込
ん
だ
議
論

を
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

な
ほ
リ
ス
ト
の
理
論
に
は
、
例
へ
ば
資
本
の
分
類
及
ぴ
各
内
容
の
揚
合
の
や
う
に
、
論
理
的
に
不
分
明
な
る
舶
が
あ
る
や
う
に
忠

は
れ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
園
民
経
済
白
賓
践
に
謝
し
て
は
多
〈
の
暗
示
が
合
ま
れ
て
居
り
、
吾
々
後
進
撃
徒
の
現
放
に
即
し
た
理

論
的
解
明
及
び
横
充
を
待
つ
も
の
t
A

如
〈
で
あ
る
。
本
稿
は
己
白
黙
を
h
T
L
具
般
的
に
示
し
得
た
か
と
考
へ
る
。
な
ほ
一
暦
の
推
敵

の
飴
地
が
あ
る
で
あ
ら
う
己
と
は
言
ム
ま
で
も
な
い
が
。

ス
ミ
ス
主
w
y

スト

第
五
十
一
巻

丹、

五

第
三
腕
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